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ふりがな ひがわりままぷろじぇくと 

団体名 日替りママプロジェクト 

代表者名 横田都志子 

連絡先 

住所 岡山県赤磐市桜が丘東三丁目 3-794 

TEL 090-6837-2538 

E-mail info＠higawarimama.com 

URL https://higawarimama.com/project/ 

設立年（西暦） 2020 年 

助成活動名 男の車に乗らないで！シェアハウスに泊まれるよ 

助成額  500,000 円 

活動内容 

目的 
家に帰れない事情のある当事者に安価に一泊～連泊できるシェアハウスを提供
することによって、若年女性の望まぬ妊娠を防ぐ一助とする。 
 

内容 

ＳＮＳで告知する他、毎週土曜日に岡山での「神待ち」エリアと言われる高島
屋裏から西川周辺にて、アウトリーチを行う。また土曜日には食事会を開催
し、無料でお試し宿泊のサービスを提供。 
 

当初の
計画か
らの変
更点 

当初想定していたのは「神待ち」で縁のあった少女たちと食事をし、必要があれ
ば泊めて、問題があればしかるべき支援機関に繋ぐつもりだったが、そういうケ
ースの利用は皆無であった。その代わりに、女性相談所、NPO 法人シェルターモ
モ、NPO 法人きずな、NPO 法人 CAP プロジェクト岡山、岡山市ひとり親家庭
福祉会から、DV からの避難、家出少女の連泊、貧困ビジネス寮からの救出とそ
の後のフォローなどのニーズに応えた。食事会の方は利用者がある際には開催し
たが、半数の利用者が精神疾患あるいは知的障害を抱えており、少人数もしくは
一対一の食事でなければ耐え難いとのことで、クローズで開催することも少なか
らずあったため、助成金が余ったしまった。 
 

成果 

どのケースも深刻でしかも待ったなし（例えば今夜行くところがないと夕方連
絡が入る）、既存の法人や公的な機関では対応できかねるものをひとまず安心し
て泊まれる場所を提供できたことは成果とみてよいと思う。大げさかもしれな
いが「ここがなければ死んでいたかもしれない」と言われたこともあるので。 
 

今後の課題と対
応策 

背景のわからない利用者を泊めることにリスクを感じた。中央警察署が近いので、生活安
全課と連携し、何度も警察官に来てもらった。自殺の可能性のある利用者もあった。民間
でやることに限界を感じた。利用者を送り込んできたどの法人もうちのシェアハウスが最
後の砦で、無くなると困ると云われたが、人死にを出すよりは…と閉所を決めた。対話さ
え成立しない利用者にはやはり精神福祉士や精神科医など専門家のの介入が必要だと思
う。 
 



写真の提出 

土曜日の食事会 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
                  土曜日夜のアウトリーチ  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 


